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発表内容 

●介護福祉士養成概略 

●介護福祉士養成校として実施していること 

   介護福祉士を目指す人材支援 

   介護福祉士として育て送り出すために 

   卒業後の生涯就職支援 

   キーワード【支援体制を見せ実施し自信につなげる】 

●地域資源としての再就職へのとりくみ報告 

   江戸川区との連携事業 

   「介護ブラッシュアップ研修」からの報告 

   キーワード【働きかけの充実】 



介護福祉士の登録者数の推移 
                                            厚生労働省HPより  



介護福祉士取得方法（現在） 
 

 

 

 

 

 
 

 

平成２４年度＇第２５回（から 

※特例高校等＇高校：３４単位（卒業後、実務経験９ヶ月以上介護等の業務に従事し
た方が受験資格。 

※実務経験ルートは、実務者研修を修了した方も、実技試験の免除の対象。  

                            ＇社会福祉振興・試験センターHPより（ 

 



介護福祉士取得方法（今後） 

●実務ルート ●養成校ルート 

実務３年以上 

   + 

実務者研修＇４５０時間（ 

   ↓ 

国家試験受験 

   ↓ 

資格取得 

※４５０時間のうち５０時間は医療
的ケア 

 

養成施設卒業 

＇大学・短大・専門学校（ 

＇１８５０時間（ 

   ↓ 

国家試験受験 

   ↓ 

資格取得 

※１８５０時間のうち５０時間は医
療的ケア 

 

 

 



介護福祉士国家試験合格率推移 
旧カリキュラムでの受験者と合格率 

 

 

 

 

新カリキュラムでの受験者と合格率 

 

 
 

※ＥＰＡによる外国人介護福祉士候補者 受験者９５人 合格率３７．９％ 

 
 

 

回 ＇年度（ 受験者＇人（ 合格率＇％（ 

第２１回＇平成２０年度（ １３０,８３０ ５２．０ 

第２２回＇平成２１年度（ １５３,８１１ ５０．２ 

第２３回＇平成２２年度（ １５４,２２３ ４８．３ 

回 ＇年度（ 受験者＇人（ 合格率＇％（ 

第２４回＇平成２３年度（ １３７,９６１ ６３．９ 



近年の状況変化 
２００７＇平成１７（年１２月 

   近年の介護・福祉ニーズの多様化、高度化をふまえ、   

   人材の確保・資質の向上を図ることを目的に 

   「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正された。 

２００９＇平成１９（年４月 

   新しい養成カリキュラムに基づく教育がスタート 

２０１２＇平成２４（年４月 

    「社会福祉士及び介護福祉士法」の一部改正により 

   「介護職員等」が医療的ケアを実施できるようになった 

※第２８回国家試験＇平成２７年度（ 

  すべての養成ルートは国家試験を受験する 



介護福祉士養成校の現状 
●介護福祉士養成施設＇高校除外（は、大学・短大・専門学校 

  において４年～１年の課程がある。 

●近年の定員充足率 

 

 

 

 

 

 
 

平成２１年度からの＇  （内は離職者訓練制度＇介護福祉士養成コース（介護雇用プログラム入学者 

但し平成２３年度介護雇用プログラムの計上なし。 

充足率【  】は職業訓練制度等による入学者数を加算した充足率  出所：厚生労働省社会援護局 

 

年度 定員＇人（ 入学者＇人（ 充足率＇％（ 

２００６＇平成１８（年 ２６,８５５ １９,２８９ ７１．８ 

２００７＇平成１９（年 ２６,０９５ １６,６９６ ６４．０ 

２００８＇平成２０（年 ２５,４０７ １１,６３８ ４５．８ 

２００９＇平成２１（年 ２２,７６１ ９,８７７＇２,６７１（ ４３．４【５５．１】 

２０１０＇平成２２（年 ２０,８４２ １１,８００＇３,９７１（ ５５．６【７５．７】 

２０１１＇平成２３（年 １９,８５８ １１,０４２＇２,７１５（ ５５．６【６９．３】 



介護福祉士を目指す人材支援 



●所在地 
      東京都江戸川区 
●学校開設      
     １９８９年＇平成元年（開校 【卒業生数１３，５００人】 
●学部構成と目標資格 
 ・ケアワーク学部  
      介護福祉士 
 ・ソーシャルワーク学部  
      社会福祉士・精神保健福祉士 
 ・リハビリテーション学部   
      作業療法士 
 チャイルドケアワーク学部  
      保育士 幼稚園教諭 



介護福祉士を目指す人材支援 １ 
■高校生及び進路担当教員に向けて 

  ・進学ガイダンス 

  ・高校訪問 

  ・高校授業への協力＇出前授業（ 

    

   福祉現場の状況を知ってもらう各種資料 

   卒業生が活躍する福祉現場を映像でみてもらう 

   福祉現場での働くことの楽しさを、卒業生の声から知っ  

   てもらう 

   在校生が卒業校に向けてメッセージを発信する 



介護福祉士を目指す人材支援 ２ 
■入学を検討するあらゆる層に対して 

  ・入学案内発送 

  ・オープンキャンパス実施＇体験授業・施設訪問など（ 

  ・授業見学会実施 

  ・ＨＰの充実 

  ・保護者会の実施 

  ・在校生による不安解消 

  ・専門アドバイザーによる学費相談 

  ・ワーク＆スタディ制度紹介 

    

 

    



介護福祉士を目指す人材支援 ３ 
本校における介護福祉士養成課程 

学科 修学年限 
定員＇１学年（ 

特徴 

介護福祉士実践科 昼間２年    
６０名 

午後フリーの時間 
基本カリキュラム中心 
離職者訓練制度等利用 

介護福祉士科 昼間３年   
６６名 

３年次専攻科目中心カリキュラム 
＇認知症・障がい・在宅（ 
現場での支援充実 

介護福祉士科夜間課程 夜間３年    
４０名 

Ｗ＆Ｓ制度の活用 
＇昼間働いて夜学ぶ（ 
 



介護福祉士科 介護福祉士実践科 

介護福祉士科夜間課程 

高校新卒 

高校新卒 

高校新卒 社会人 

社会人 

社会人 

22.6% 

77.4% 

76.7% 

23.3% 

66.7% 

33.3% 

平均年齢 25.4歳 

平均年齢 28.0歳 平均年齢 19.1歳 

平成２４年度入学生属性比較 



介護福祉士として育て送り出すために１ 
■多様な背景を持つ入学生のために 

   ・学び   

    ⇒教育システムの充実 実習支援 

   ・学び方  

    ⇒ ワーク＆スタディ制度の活用  

      施設とのコラボレーションプログラム 

   ・在学中  

    ⇒ こころとからだの不安を支援 

    担任・カウンセラー配置・専門相談・提携診療所 

   ・就職 

    ⇒ 担任・キャリアセンター職員・業界との連携 

    



学び 



実習支援 
■介護福祉士養成校の実習＇４５０時間（ 

  実習施設Ⅰ＇訪問介護・グループホーム等（ 

  実習施設Ⅱ＇介護老人福祉施設・介護老人保健施設等（ 

■実習を支援する者 

  介護養成校職員＇実習巡回（ 

  施設等＇現場での指導（ 

  利用者及びその介護者 

■養成校と職場が、人材育成という視点で学生を支援する
ために２００９＇平成２１（年から「介護福祉士養成実習施設
実習指導者特別研修」が開始されている。それにより学生
達の実習不安は解消されてきている。 

   



実習施設・事業等に係る基準 

「実習施設・事業＇Ⅰ（」 

利用者の暮らしや住まい等の日常 

生活の理解や多様な介護サービス 

の理解を行うことができるよう、利用 

者の生活の場として、小規模多機能 

型居宅介護事業、認知症対応型老 

人共同生活援助事業等を始めとし 

て、居宅介護サービスを中心とする 

多様な介護現場を確保するため、
介護保険法その他の関連法令に
基づく職員配置に係る要件を満
たすこと以外には、特段の要件を
求めない。 

■介護福祉士の資格を有するもの
又は3年以上の介護業務に従事し
た経験のあるもの 

「実習施設・事業＇Ⅱ（」 
個別ケアを理解するため、介護計画 

の作成、実施後の評価やこれを踏 

まえた計画の修正といった介護福祉 

士としての一連の介護過程のすべ 

てを実践する場としてふさわしいよう 

、介護職員に占める介護福祉士の 

比率が3割以上であることや、介護 

サービス提供のためのマニュアル 

等介護過程に関する諸記録が整備 

されていること等を要件とする。 

介護実習に係る時間数の3分の1以 

上をここに充てること。 

■原則として、介護福祉士として3年以

上の実務に従事した経験があり、かつ、
実習指導者研修課程を修了したもの 



学び方 
■働きながら学ぶ 「ワーク＆スタディ制度」 

  在学中、目指す分野に合った福祉施設や病院の求人を学校が紹介しま
す。施設や病院も働きながら学ぶことを応援してくれる職場なので、無理な
く勉強との両立ができます。また、ご希望の方はワーク&スタディ制度学費分
納プランの利用も可能です。ワーク&スタディ制度による収入から月々の学
費を納入するので、入学時の負担が軽くなります。 

 



学び方 
■施設とのコラボレーションプログラム 

  現場体験、社会経験の尐ない学生に対して 

  実習＇４５０時間（以外の場で 

  学生の持つ力を活用できるのではないか。 

  そのことは、現場力教育の向上に有効。 

  将来像を明確にしてゆくことができる。 

   

  ●本校における現場力教育とは 

  自己の置かれた現状を把握し、自己のもつ知識と技術を活用  

  し、その現状に対して根拠のある行動ができる 

 

   



現在の実施概要 
実施対象学科 

  介護福祉科昼間部 ２年生  

活動日 

  毎週水曜日 午前中 

活動内容 

  各ユニットに３～４名の学生が出向く 

  利用者の状況に応じて、散歩、足浴、ゲーム、    

  レクリエーション等を実施 

  全ユニット共通行事の運営 

名称 

  「よりあい処」運営スタッフ＇２００６年から開始（ 

 





東京栄和会 
介護老人福祉施設なぎさ和楽苑概要 

  昭和５５年足立区から移転開設 

  平成１７年施設全面改築＇ユニットケア導入（ 

  入所定員１２０名 

  入所者平均年齢８４．５歳 

  入所者平均要介護度 約４．０ 

  平成２２年度ボランティア延べ５，８００名 

  診療所併設 

  介護福祉士５７名 その他介護員３８名 







実施後の学生の声 
●介護について深く学べています 

支援が必要になる背景を考えながら介護に 

取り組むことを学べるので介護について深く 

理解できます。 

●クリスマス会や節分会などの季節感を味わって 

頂く企画なども考え練習し実施しています。 

利用者の楽しそうな笑顔をみることが出来てとて 

も嬉しかったです。 

先生からフィードバックがあるのも、振り返りにな 

って役立ちます。 

          



実施後の施設職員  
●施設職員から＇自由記述（ 

  学生の自由な発想での行動で、利用者との  

  関わりを考える機会となっている 

  利用者が学生を待っている 

  実習とは異なる学生の力をみれた 

  最近の学生は、以前とは異なるのがわかる 

  利用者の新たな一面をみれた 

   

   

 



新たなコラボレーションプログラム 
震災等の災害時 

  なぎさ和楽苑での活動をする 
●背景 

  ・東日本大震災時の施設の状況 

  ・学生達の思いを形にする支援方法 

  ・共育協同というコンセプト 

●参加者対象者 

  ・介護福祉士養成課程＇全３学科（学生約３０名の希望者 

●実施状況 

  ・２０１２＇平成２４（年８月夜間避難訓練に参加 

 





産・官・学協同の試み 



産・官・学協同の試み 
「日本の福祉現場力を高める研究大会」の実施 

大会概要 

 キャリア形成期の「高校生」 

 キャリア設計期の「福祉を学ぶ学生」 

 キャリア開発期の「福祉業界人材」 

福祉を目指す人材、福祉現場で活躍する人材が一堂に会 

することで、原点回帰＇福祉を目指した気持ちを喚起させる（ 

ものとして、相互に刺激し、モチベーションを高めあうことを目 

的としている。 

 



産・官・学協同の試み 
主なプログラム 

 ●福祉を学ぶ学生による研究発表 

 ●福祉業界による発表 

 ●高校生作文コンテスト表彰式 

 ●ゲスト講演またはパネルディスカッション 

【本校HPから】 

 
平成24年2月17日、日比谷公会堂で「第5回 日本の福祉現場力を高める研究大
会」を実施しました。 

当日は1,078名の参加者に対し、学生の立場・福祉業界の立場から、それぞれ福
祉に関する研究発表がなされました。 

また三好春樹さんによる講演と高校生作文コンテストの表彰も行われました。 

 



就職状況 
■介護福祉士養成校＇全国（における卒業生の進路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            介護福祉士養成施設協会資料より 

 

区分          年度 H１８ H１９ H２０ Ｈ２１  Ｈ２２ 

社会福祉施設の介護職員等 １０,８５９人 
 ５８．０％ 

９,６１８人 
５８．０％ 

６,４０１人 
５６．０％ 

４,４９７人 
５７．０％ 

４,４１０人 
５４．０％ 

社会福祉関係機関   ２２５人 
  １．０％ 

 ２２３人 
 １．０％ 

 １９７人 
 ２．０％ 

 １０９人 
 １．０％ 

 １４４人 
 ２．０％ 

介護老人保健施設  ３,３４８人 
 １８．０％ 

２,７６９人 
１７．０％ 

１,７８６人 
１５．０％ 

１,３９８人 
１８．０％ 

１,２９９人 
１６．０％ 

医療機関  １,３６２人 
  ７．０％ 

１,０３７人 
 ６．０％ 

 ６７３人 
 ６．０％ 

 ４３４人 
 ５．０％ 

 ４９５人 
 ６．０％ 

その他  ３,１０６人 
 １６．０％ 

２,９４２人 
１８．０％ 

２,４７６人 
２１．０％ 

１,４９８人 
１９．０％ 

１,８６４人 
２２．０％ 



生涯就職支援 
■本校全体の状況 

  ・求人数   １４,０１８人  就職倍率   ６５．２倍 

  ・就職率   １００％     専門職就職率 ９９．０％   



就職支援から 
■学生達の視点 

 ・勤務場所、賃金、勤務体系支援体制 

 ・若い学生 最初は施設で学ぶ 

 ・年齢層高い学生 自分のライフスタイル考慮、起業等 

■施設のアピール 

 ・研修体制の充実 

 ・賃金の安定・休日確保 

 ・職場のムード 

■学校 

 ・希望の職種、場所等を優先し ・研修体制の充実等 

 ・卒業生の動向 



地域支援としての再就職への委託事業 
■江戸川区の人口 

   １位 世田谷区   約８８万人 

   ２位 練馬区    約７１万人 

   ３位 大田区    約６９万人 

   ４位 足立区    約６８万人 

   ５位 江戸川区   約６７万人 

■高齢化率 

 

 

 

   平成３６年度２２％と予測されている 

 

平成１２年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

１２．５％ １７．５％ １７．８％ １８．１％ 
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「介護ブラッシュアップ研修」の実施 
■目的 

 区内の介護サービス事業所や施設で働きたい方がスムーズ
に就職できる事を目的とする。 

■受講対象者 

 現在介護業務に従事していない①介護福祉士、訪問介護
員１・２級の有資格者②介護職員基礎研修修了者③介護現
場で就労経験のある方等で、江戸川区内の介護事業所に
就労する意思のある方。 

■受講料    無料 

■募集人員  ４０名＇申し込み順（ 

■募集媒体  江戸川区広報 江戸川区介護保険課HP 

         区施設等に募集チラシ掲示等 



介護ブラッシュアップ研修の実施内容 
■研修内容＇各日１０：００～１３：００（５日間 

 

 

 

 

 

 

 

■開始 

 平成２１年度から年３回実施、平成２２年度までは週４日で実施 

 平成２３年度からは受講者希望にて、上記日程で実施＇介護技術１日増加（ 

 ※平成２１年度のみ、通年で「悩み相談ホットライン」実施 

 

日程 内容 

１日目＇月（ 人と関わるコミュニケーション技術 
介護保険制度の概要と最近の動向 

２日目＇火（ 認知症ケアⅠ・Ⅱ・Ⅲ 

３日目＇水（ 再就職に役立つ介護技術 Ⅰ＇移動・排泄 等（ 

４日目＇木（ 再就職に役立つ介護技術 Ⅱ＇更衣・整容・食事 等（ 

５日目＇金（ 就職対策講座 
業種説明・就職活動案内・介護施設等見学 



参加者実績 
  計 

性別 資格 介護業務経験 

男性 女性 
介護福
祉士 

基礎研
修 

ヘル
パー１級 

ヘル
パー２級 

なし 不明 あり なし 不明 

平成21年度＇第１回（ 12 3 9 1     9 2   7 5   

平成21年度＇第２回（ 17 6 11 2   2 7 6   11 6   

平成21年度＇第３回（ 25 5 20 5 1 2 16 1   15 10   

平成22年度＇第１回（ 7 3 4       6 1   4 3   

平成22年度＇第２回（ 10 2 8 1     9     8 2   

平成22年度＇第３回（ 9 0 9 1   3 5     4 5   

平成23年度＇第１回（ 13 4 9 3 1 1 5 3       13 

平成23年度＇第２回（ 13 4 9 2   1 9 1   7 6   

平成23年度＇第３回（ 11 1 10           11     11 

平成24年度＇第１回（ 15 2 13 2     11 2   5 10   

計 132 30 102 17 2 9 77 16 11 61 47 24 



参加者状況等 
・平成２１年度、「悩み相談ホットライン」として、現在就業中
の方も含めて、通年で学校専用電話で精神保健福祉士等
を配置、対応を実施するも、相談数１件。区主体ということ
で敬遠されたのか。 

  ⇒２２年度からは実施せず。 

・受講者の年齢２０代３０代は各回１名ほど、他は４０代～５０代
後半が中心。受講内容に関して満足度は高いものの、 

 就職に対して不安を持つものが多い。 

  ⇒就職実績は不明＇ボランティア等には有効活用（ 

□ 広報媒体等の工夫、ライフスタイルにあった就職支援が 

  必要か。 

 

 


